
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

参考文献：「ホタル点滅の不思議―地球の奇跡―」横須賀市自然・人文博物館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（令和５年５月●日撮影 とんぼのせせらぎ.） 

くずはの広場の「とんぼのせせらぎ」と「ほたるの里」では、毎年５月中旬～

６月下旬の日没後1時間ほどすると、ゲンジボタルが光る様子が見られます。 

ゲンジボタル 

頭 

胸 

前ばね 

発光器 

あし 

撮影地：とんぼのせせらぎ 

 

1cm 

でコミュニケーション 

クロマドボタル ムネクリイロボタル 

オバボタル カタモンミナミボタル 

匂い 

でコミュニケーション 

ゲンジボタル 

ヘイケボタル 

ヒメボタル 

光 

 

光でコミュニケーションをするホタルにとって人工的な光は大敵です。水路を照らす街灯など

はホタルの生息の大きな障害になります。観察に際しては、明るいうちに現地に着き、危険な

場所はないか十分に確認した上で、懐中電灯の使用はできるだけ控え、点ける場合はホタル

に光が向かないように注意してください。 

秦野で見られるホタル

くずはの広場で見つかった “光る”生きもの 

ホタルミミズ 発光性キノコバエの幼虫 

2017 年、発光性キ

ノコバエの幼虫が神

奈川県内ではくずは

の広場で初めて発見

されました。チリメ

ンタケの裏のひだに

生息しています。 

ピンク色でやや透き

通ったミミズ。襲わ

れた時に敵を驚かす

ためお尻の先から黄

緑色の発光粘液を出

します。2015 年に

発見されました。 

くずはの広場・かんさつガイド⑫ 



 

ゲンジボタルは地域によって発光周期が違

います。西日本は２秒間隔、東日本は４秒

間隔で、その境は岐阜県あたり。秦野市や

中井町などで見られるホタルは発光間隔が

7〜8秒。発光パターンが突然変異し、地

域個体差として広がったと考えられます。 

 

 

 

たまご 

エサとなるカワニナを食べる幼虫 

上陸の夜に強く発光する 約 2か月地中で過ごす 

日没後 30分～1時間に飛翔 

産卵 

産卵 

羽化 

成虫 

ふ化 

交尾の時間は 15時間前後 

夏 

秋 

冬 

春 

６月頃 

幼虫 

交尾 
上陸 

ゲンジボタルは、成虫だけではなく、

卵も幼虫もさなぎも光ります 

発光器は腹にあり、オスには２か所、

メスには１か所あります 

オスの方が強い発光をします 

 

さなぎ 

２秒  

４秒  東日本   

西日本   

７～８秒  

くずはの広場 

光
の
強
さ 

時間  


